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脱サラ親元就農
管理に余念なし

セ
ロ
リ
の
揚
げ
ギ
ョ
ー
ザ

[ 材 料／20個分 ] [つくりかた ]
1. ショウガは皮をむいてすりおろし、セロリと
白ネギはみじん切りにする。

2. ボウルに豚ひき肉、①､Aを入れ粘りが出
るまでよく混ぜ、20等分する。
3. ギョーザの皮に分けた②をのせ、もう1枚
の皮を包むようにかぶせ、ひだをつける。

4. 上部に十字に切り込みを入れ、170℃の
油で約５分揚げて完成。

■セロリ………………………1本（100ｇ）
■豚ひき肉……………………………400ｇ
■白ネギ………………………………10㎝
■ショウガ……………………1かけ（10g）
　　すりゴマ………………………大さじ2
　　ゴマ油…………………………大さじ1
　　塩……………………………小さじ1/2
　　しょうゆ…………………………小さじ2
　　黒コショウ…………………………適量
■ギョーザの皮………………………40枚
■揚げ油………………………………適量

こ く し ょ う こ く さ ん

A

セロリは茎だけでなく葉も一
緒に食べると多くの栄養素が
摂取できるので捨てずに使っ
てください。
苦手な方は、小さめのみじ
ん切りにすると良いですよ！
ＪＡ岡山厚生連
管理栄養士 下田 裕惠 先生

しもだ ひろえ

特 集
いのちを守る行動を
一緒に考える交通マナー
ＪＡ共済 小・中学生書道・交通安全ポスターコンクール
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晴
れ
ば
れ
特
産
品

晴
れ
び
と
！

特
集

直
売
所
名
物
を
食
べ
よ
う

家
庭
菜
園

晴
れ
ば
れ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

農
業
に
エ
ー
ル 

地
域
を
元
気
に
！

未
来
を
拓
く
協
同
組
合
／
あ
ぜ
み
ち
川
柳

J
A
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
フ
レ
ッ
シ
ュ
通
信

い
ち
ば
な
し
／
く
ら
し
の
お
得
情
報

役
員
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
／
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ

総
社
市
山
手
地
区

山
手
セ
ロ
リ
・
メ
ロ
ン
生
産
組
合

組
合
長
　
劒
持 

孝
明 

さ
ん

推
し
名
物
ま
つ
り

第
23
回
直
売
所「
津
山
市
地
産
地
消
セ
ン
タ
ー 

サ
ン
ヒ
ル
ズ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
津
山
市
大
田

・
新
見
高
校
に
感
謝
状
　

・
船
穂
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
華
や
か
に
県
内
各
地
で
Ｐ
Ｒ

・
地
域
貢
献
活
動
の
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

「
セ
ロ
リ
」

岡
山
西
統
括
本
部

山
手
セ
ロ
リ
・
メ
ロ
ン
生
産
組
合

245610121418202224

社
市
南
東
部
に
位
置
す
る
山
手
地
区

は
、
か
つ
て
は「
古
代
吉
備
王
国
」と
呼

ば
れ
た
吉
備
路
地
域
の
一
部
で
す
。
山
陽
自
動

車
道
の
倉
敷
イ
ン
タ
ー
と
総
社
イ
ン
タ
ー
、
岡

山
空
港
か
ら
も
近
く
、
県
内
外
か
ら
の
交
通

の
便
に
優
れ
ま
す
。

　
牧
歌
的
な
田
園
風
景
に
は
、
古
墳
な
ど
の

史
跡
が
点
在
。
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
佇
む
備
中
国

分
寺
の
五
重
塔
や
、
桃
太
郎
伝
説
に
ま
つ
わ

る
文
化
遺
産
も
数
多
く
、
吉
備
路
観
光
の
メ

イ
ン
と
な
る
地
域
の
一
つ
で
す
。「
日
本
の
道
１

０
０
選
」に
選
ば
れ
た
吉
備
路
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
も
整
い
、
約
25
㌔
に
及
ぶ
自
転
車
道

は
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
走
れ
、
県
内

外
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
か
ら
人
気
で
す
。
レ
ン
ゲ

や
菜
の
花
な
ど
、
四
季
折
々
に
違
っ
た
表
情
を

見
せ
る
風
景
は
、
地
元
の
み
な
ら
ず
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
野
部
が
広
が
る
一
帯
は
、
特
有
の
温
暖
・

少
雨
の
恵
ま
れ
た
瀬
戸
内
海
気
候
で
、
農
業

が
盛
ん
で
す
。
水
稲
を
中
心
に
野
菜
や
果
樹
、

花
き
な
ど
多
種
多
様
な
農
作
物
を
栽
培
。
特

産
の
桃
や
ナ
ス
、
セ
ロ
リ
な
ど
の
産
地
と
し
て

も
知
ら
れ
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
一
帯
が
桃
や
セ
ロ

リ
の
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。

総

総社市山手地区

歴
史
ロマ
ン
の
舞
台

ゆ
っ
く
り
時
が
流
れ
る

セ
ロ
リ
の
揚
げ
ギ
ョ
ー
ザ

そ
う
じ
ゃ
し

や
ま
て

表
紙
を
空
か
ら
望
む

―
総
社
市
山
手
地
区

い
の
ち
を
守
る
行
動
を

一
緒
に
考
え
る
交
通
マ
ナ
ー

Ｊ
Ａ
共
済 

小
・
中
学
生
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

総社平野に市街地や農地が広が
り、写真の右奥に古墳が点在する。
中央がセロリのハウス群

特産モモやブドウをはじめ、県北
部から南部まで各地の農畜産物
が売り場に並ぶ。店内調理室で
つくる惣菜など加工品も充実。交
通の便も良く、週末は県外など遠
方からの訪問客でにぎわう。

最寄りのJA店舗
山手直売所「ふれあいの里」

（総社市岡谷）

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散

歩
©ソラとサン
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父
の
代
か
ら
続
く
セ
ロ
リ
栽

培
を
受
け
継
ご
う
と
、
10
年

前
に
脱
サ
ラ
し
、
親
元
就
農
し
た
劒

持
孝
明
さ
ん
。
３
年
前
に
規
模
を
25

㌃（
ハ
ウ
ス
５
棟
）に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
暑
さ
に
弱
い
セ
ロ
リ
を
栽
培
す
る

た
め
に
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、
生

育
段
階
ご
と
の
か
ん
水
調
整
と
ハ
ウ

ス
内
温
度
の
見
極
め
で
す
。

　
６
月
に
播
種
し
、
９
月
の
暑
い
時

期
に
植
え
付
け
。
10
日
間
は
、
手
で

直
接
セ
ロ
リ
の
葉
に
触
れ
て
乾
き
を

確
認
し
、
１
棟
１
時
間
か
け
て
丁
寧

に
水
や
り
を
し
ま
す
。
生
育
中
は
、

そ
の
日
の
気
温
や
湿
度
な
ど
状
況
に

よ
っ
て
調
整
し
な
が
ら
、
２
日
に
１
回

点
滴
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
自
動
装
置
で

じ
っ
く
り
水
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
自
動
換
気
と
巻
き
上
げ
式
の
併

用
で
ハ
ウ
ス
内
の
室
温
を
20
度
に
設

定
し
、
一
定
に
保
つ
よ
う
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。
急
に
冷
た
い
風
に
当

た
る
と
水
分
が
抜
け
て
し
ま
う
の
で
、

そ
の
日
の
風
向
き
に
よ
っ
て
、
ハ
ウ
ス

の
肩
換
気
を
左
右
で
調
節
す
る
な
ど
、

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。

　
セ
ロ
リ
は
、
茎
が
１
本
で
も
折
れ

る
と
商
品
価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
収
穫
・
袋
詰
め
・
出
荷
準

備
ま
で
全
て
手
作
業
で
行
い
ま
す
。

茎
の
曲
が
り
具
合
を
確
認
し
な
が
ら
、

パ
ズ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
１
箱

に
10
㌔
を
詰
め
る
作
業
は
、
経
験
と

技
術
が
求
め
ら
れ
、
最
盛
期
に
は
１

日
２
５
０
㌔
を
出
荷
し
ま
す
。

　
劒
持
さ
ん
が
特
に
食
べ
て
ほ
し
い
と

す
す
め
る
の
は
、
株
の
中
心
の
黄
色

い
部
分
。
周
り
の
茎
よ
り
も
や
わ
ら

か
く
、
甘
み
が
あ
り
ま
す
。「
株
ご
と

購
入
し
な
い
と
味
わ
え
な
い
。
噛
め

ば
パ
キ
ッ
と
い
う
心
地
よ
い
音
と
と
も

に
、
特
有
の
さ
わ
や
か
な
香
り
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
新
鮮
な
セ
ロ

リ
を
１
度
食
べ
て
ほ
し
い
」と
力
を
込

め
ま
す
。

手
セ
ロ
リ
・
メ
ロ
ン
生
産
組
合

は
、
１
９
５
８
年
か
ら
セ
ロ
リ

栽
培
を
始
め
、
伝
統
を
引
き
継
い
で

き
ま
し
た
。
メ
ロ
ン
の
後
作
と
し
て

セ
ロ
リ
を
９
月
末
に
植
え
付
け
、
12

月
〜
翌
年
４
月
下
旬
ま
で
出
荷
し
、

年
間
を
通
し
て
収
益
を
確
保
し
ま
す
。

消
費
の
伸
び
と
共
に
、
最
盛
期
に
は

１
６
０
戸
ほ
ど
に
規
模
を
拡
大
し
ま

し
た
が
、
都
市
化
や
生
産
農
家
の
高

齢
化
、
コ
ス
ト
上
昇
な
ど
で
徐
々
に

減
少
。
地
元
の
味
を
絶
や
す
ま
い
と
、

現
在
は
、
若
手
を
中
心
に
５
戸
が
産

地
維
持
に
奮
起
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
の
新
設
や
行
政
と
の
連
携

な
ど
出
荷
拡
大
に
励
み
な
が
ら
、
品

質
の
高
い
セ
ロ
リ
の
安
定
生
産
を
目

指
し
ま
す
。
５
年
前
に
は
、
栽
培
技

術
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
研

修
生
を
初
め
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
が
生
産
す
る
セ
ロ
リ
は
、

さ
わ
や
か
な
香
り
と
み
ず
み
ず
し
く

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
歯
応
え
が
魅

力
で
、
地
元
で
は「
マ
イ
ル
ド
セ
ロ
リ
」

と
も
呼
ば
れ
、
セ
ロ
リ
が
苦
手
な
人

も
納
得
の
お
い
し
さ
で
す
。

　
地
元
の
直
売
所
で
は
、
１
株
約
２

㌔
の
２
Ｌ
サ
イ
ズ
か
ら
Ｓ
Ｓ
サ
イ
ズ
ま

で
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
購

入
で
き
る
よ
う
販
売
。
利
用
者
か
ら

は「
と
れ
た
て
の
新
鮮
さ
と
価
格
も

割
安
で
、
サ
イ
ズ
が
選
べ
る
の
が
い
い
」

と
好
評
で
す
。

　
け
ん
も
つ
た
か
あ
き

劒
持
孝
明
組
合
長
は「
昨
秋
の
暑

さ
の
影
響
で
や
や
小
ぶ
り
だ
が
、上
々

の
出
来
栄
え
。
こ
の
味
を
絶
や
さ
ぬ

よ
う
産
地
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
力
を
込
め
ま
す
。

ハウス一面には足の踏み場もないほどのセロリ。
どっしりと根付いた株から清 し々い香りが漂う

セロリの色や株の状態を確認し、
栽培管理について情報を共有する

祖

岡
山
西
統
括
本
部

山
手
セ
ロ
リ
・
メ
ロ
ン
生
産
組
合

（
生
産
者
５
戸
　
約
80
㌃
を
栽
培
）

脱サラ親元就農
管理に余念なし

山

劒持 孝明さん（42）晴れびと！

岡山西統括本部　山手セロリ・メロン生産組合

組合長

セ
ロ
リ

今
月
の
特
産
品

けんもつ たかあき

山
手
直
売
所
な
ど
で
４
月
下
旬
ま
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

茎が折れないよう丁寧に箱に詰める。
1月から4月下旬まで1万株を出荷する

マ
イ
ル
ド
セ
ロ
リ
で
評
判

若
手
が
伝
統
を
つ
な
ぐ
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受
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３
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岡
山
県
知
事
賞

岡山県議会議長賞岡山県教育委員会教育長賞

岡
山
県
警
察
本
部
長
賞

を守る行動をいのち

交通マナー
一緒に考える

JA共済  小・中学生書道・交通安全ポスターコンクール

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
が
今
年
度

開
催
し
た「
Ｊ
Ａ
共
済  

小
・
中
学

生
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
」に
、
書
道
1
万
６
３

７
０
点
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
４

４
１
７
点
が
集
ま
り
、
昨
年
12
月

下
旬
に
岡
山
市
で
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
通
じ
て
、

い
の
ち
と
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

学校名・学年・氏名、①元気がでるごはん・②今頑張っていること、の順に掲載しています。

備前市立片上小学校

2年 小川　陽葵さん
おがわ

①カレーライス
②かけ算の九九

ひまり

倉敷市立西中学校

3年 中西　玲央さん
なかにし

①キムチチャーハン
②高校受験に向けて勉強
　（特に英語）

れお

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校

2
年 

秋
田

　姫
依
さ
ん

あ
き
た

①
肉
み
そ
お
で
ん

　②
書
道

ひ
よ
り

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校

1
年 

西
井

　結
惟
さ
ん

に
し
い

①
マ
グ
ロ
の
お
寿
司

②
勉
強
・
書
道

ゆ
い

倉
敷
市
立
茶
屋
町
小
学
校

6
年 

有
信

　舞
さ
ん

あ
り
の
ぶ

①
焼
肉
・
白
ご
は
ん

②
勉
強
・
書
道
・
ダ
ン
ス

ま
い

真庭市立久世中学校

1年 池田　百晏さん
いけだ

①ハンバーグ　②受験勉強

もあ

昨年12月に岡山市
で開いた表彰式。受
賞した児童・生徒の
栄誉を称えた

早島町立早島小学校

1年 榊　奏翔さん
さかき

①カレーライス・うどん　②書き初め

かなと

倉
敷
市
立
玉
島
小
学
校

6
年 

梅
田

　梨
瑚
さ
ん

①
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

②
勉
強
・
書
道

う
め
だ

り
こう

め
だ

り
り

倉
敷
市
立
玉
島
東
中
学
校

2
年 

梅
田

　梨
里
さ
ん

①
す
き
焼
き

　②
勉
強
・
書
道

や
ま
み
ず

い
と

倉
敷
市
立
児
島
小
学
校

4
年 
山
水

　伊
都
さ
ん

①
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

②
書
道
・
ピ
ア
ノ

特集

6HAREBARE



岡
山
県
知
事
賞

岡山県議会議長賞岡山県教育委員会教育長賞

岡
山
県
警
察
本
部
長
賞

を守る行動をいのち

交通マナー
一緒に考える

JA共済  小・中学生書道・交通安全ポスターコンクール

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
が
今
年
度

開
催
し
た「
Ｊ
Ａ
共
済  

小
・
中
学

生
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
」に
、
書
道
1
万
６
３

７
０
点
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
４

４
１
７
点
が
集
ま
り
、
昨
年
12
月

下
旬
に
岡
山
市
で
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
通
じ
て
、

い
の
ち
と
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

学校名・学年・氏名、①元気がでるごはん・②今頑張っていること、の順に掲載しています。

備前市立片上小学校

2年 小川　陽葵さん
おがわ

①カレーライス
②かけ算の九九

ひまり

倉敷市立西中学校

3年 中西　玲央さん
なかにし

①キムチチャーハン
②高校受験に向けて勉強
　（特に英語）

れお

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校

2
年 

秋
田

　姫
依
さ
ん

あ
き
た

①
肉
み
そ
お
で
ん

　②
書
道

ひ
よ
り

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校

1
年 

西
井

　結
惟
さ
ん

に
し
い

①
マ
グ
ロ
の
お
寿
司

②
勉
強
・
書
道

ゆ
い

倉
敷
市
立
茶
屋
町
小
学
校

6
年 

有
信

　舞
さ
ん

あ
り
の
ぶ

①
焼
肉
・
白
ご
は
ん

②
勉
強
・
書
道
・
ダ
ン
ス

ま
い

真庭市立久世中学校

1年 池田　百晏さん
いけだ

①ハンバーグ　②受験勉強

もあ

昨年12月に岡山市
で開いた表彰式。受
賞した児童・生徒の
栄誉を称えた

早島町立早島小学校

1年 榊　奏翔さん
さかき

①カレーライス・うどん　②書き初め

かなと

倉
敷
市
立
玉
島
小
学
校

6
年 

梅
田

　梨
瑚
さ
ん

①
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

②
勉
強
・
書
道

う
め
だ

り
こう

め
だ

り
り

倉
敷
市
立
玉
島
東
中
学
校

2
年 

梅
田

　梨
里
さ
ん

①
す
き
焼
き

　②
勉
強
・
書
道

や
ま
み
ず

い
と

倉
敷
市
立
児
島
小
学
校

4
年 

山
水

　伊
都
さ
ん

①
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

②
書
道
・
ピ
ア
ノ

特集

7 HAREBARE



岡山県小学校教育研究会会長賞
岡
山
県
習
字
教
育
研
究
会
会
長
賞

岡山県中学校教育研究会会長賞

岡山県農業協同組合中央会会長賞

全国共済農業協同組合連合会岡山県本部本部長賞 金賞

全国共済農業協同組合連合会
岡山県本部本部長賞 金賞

倉
敷
市
立
赤
崎
小
学
校

3
年 

岡
本

　咲
耶
さ
ん

お
か
も
と

①
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

　②
勉
強

さ
く
や

倉
敷
市
立
船
穂
小
学
校

5
年 

林

　皇
士
朗
さ
ん

は
や
し

①
お
母
さ
ん
の
チ
ャ
ー
ハ
ン

②
サ
ッ
カ
ー こ

う
し
ろ
う

津
山
市
立
鶴
山
中
学
校

3
年 

磯
田

　美
涼
さ
ん

い
そ
だ

①
餃
子

　②
受
験
勉
強

み
す
ず

児童・生徒や地域住民を対象に各地で交通安全教室を開き、スタントマン
による交通事故の再現などを行い、交通安全の重要性を伝えています。

高梁市立高梁北中学校

2年 森下　真弥さん
もりした

①茶碗蒸し　②部活

まや

倉敷市立赤崎小学校

3年 松本　紬希さん
まつもと

①おにぎり
②縄跳び・算数・理科

つむぎ

赤磐市立山陽小学校

2年 森本　華さん
もりもと

①カレーライス　②図工

はな

赤磐市立山陽東小学校

6年 繁定　実玲さん
しげさだ

①シチュー　②英語

みれい

倉敷市立西中学校

3年 越智　彩葉さん
おち

①おにぎり　②受験勉強

いろは

笠岡市立金浦小学校

5年 三谷　幸永さん
みたに

①ハンバーグ　②縄跳び・読書

さえ

里庄町立里庄西小学校 5年　眞鍋　碧太さん
まなべ

①かきあげうどん　②空手

あおた

JAの取り組み
「交通安全教室」

特集
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はな

赤磐市立山陽東小学校

6年 繁定　実玲さん
しげさだ

①シチュー　②英語

みれい

倉敷市立西中学校

3年 越智　彩葉さん
おち

①おにぎり　②受験勉強

いろは

笠岡市立金浦小学校

5年 三谷　幸永さん
みたに

①ハンバーグ　②縄跳び・読書

さえ

里庄町立里庄西小学校 5年　眞鍋　碧太さん
まなべ

①かきあげうどん　②空手

あおた

JAの取り組み
「交通安全教室」

特集
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 1. せんべいを砕いておく。
2. フライパンにオリーブ油を入れ熱し、マシュマロを
　入れ中火でゆっくり加熱する。
3. マシュマロが溶け始めたらオートミールと①を入
　れて全体を馴染ませる。
4. マシュマロが溶けてよく混ぜ合わさったらバット
　に広げ粗熱をとる。
5. 食べやすいように大さじ1杯分をちぎって丸めて盛
　り付ける。
※丸めずそのまま一晩おくとカリッとした食感に。大
きく割って食べるのもオススメ。
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

カリフラワー
花蕾を食べる淡色野菜

チェック！サンからのアドバイス
花蕾が見えたら、花蕾に日焼けや
汚れが付かないように、外葉の１～
２枚を内側に折って花蕾に載せよう。

■おすすめ資材

❸化成肥料14-14-14
野菜・果樹・花など幅広く
使えます。高成分なので
少量投入で経済的です。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

花蕾の発育適温は10～
15度。高温になるとつぼみ
が不ぞろいになりやすいの
で、夏まきして秋冬どりを狙
うのが最良です。草勢が弱
く、病害虫もつきやすいの
でしっかりした苗を育てます。

　年
間
の
実
習
を
通
し
て
、
五
感
に
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。
自
然
に
触
れ
な
が

ら
野
菜
の
成
長
を
見
届
け
、
季
節
を

よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
農
業
を
実
体
験
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
以
上
に
日
本
の「
食
」に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上：次作に向けて堆肥を散布
左：ハクサイを収穫する学生

毎月第４水曜日
18時50分～放送

チェック！

ソラからのアドバイス

肥切れさせずに育てることが大切。
とくに小さな花蕾が見え始めた頃から、
肥大期に肥効が現れるよう、追肥を入
念にしよう！

サンからのアドバイスチェック
！

苗床やトレイの上に播種直後から防虫
ネットや寒冷紗をかけて管理すると、害
虫の飛来を抑制することができるよ。そう
すれば害虫だけでなく、それに伴う病害
も減らす効果があり、殺虫剤や殺菌剤
の使用を少しでも減らすことができるよ！

栽培スケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

●種まき ○植え付け 　　 加温育苗　 　収穫

高温期は収穫適期が短いので、時期を逃さない
ように注意する。花蕾を触って柔らかく感じるよう
だと収穫遅れ。収穫適期は花蕾が葉の間から
2/3程度見えるときで、目安は花蕾が見え始め
て早生で15日程度、中生で30日程度。

た
て
べ

ゆ
な

食
文
化
学
部

現
代
食
文
化
学
科

建
部

　友
菜
さ
ん 

（
1
年
）

本葉５～６枚の頃、株間40～45㎝程度に植え付け
る。植え傷みが起こらないように、植え穴には十分水
を注いでおく。

植え付けから約20日後に畝の
片側に化成肥料をまいて土寄
せする。

１回目の約20日後に畝の反対
側に同量を施用する。

花蕾が１２㎝以上の大きさになり、つぼみの表面が緻
密なうちに外葉を６～７枚付けて切り取る。

❺ 収穫

❶ 苗づくり

❷JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料

窒素・リン酸・カリに加え、微量要
素をバランスよく配合し、野菜の
元肥・追肥に幅広く使えます。

❶苦土セルカ2号
カキ殻を主原料とした有
機質石灰でカルシウムの
ほか微量要素を含み、作
物に大切な苦土を配合し
た土にやさしい肥料です。

直径7.5～９㎝のポリポットを使い、１ポット当たり４～５
粒をまく。厚さ２～３㎜に丁寧に覆土する。

植え付けの２週間前までに苦土石灰「苦土セルカ2号」
をまいて深く耕しておく。

植えつけ１週間前に畝を作る。
子葉展開時に密生部を間引き、本葉２～３枚で１株
に間引き、本葉５～６枚まで育てる。

128穴のセルトレイが育てやすい

❷ 畑の準備

❶
苦土

セルカ2号
100g

1㎡あたりの量

❷
野菜の肥料
150ｇ

堆肥
２㎏

溝１ｍあたりの量

教えてくれるのは
この人！！

❹ 追肥

❸ 植え付け

津山広域営農
経済センター
津山西部
アグリセンター
課長

木下　亮介
きのした りょうすけ

春まき初夏どり

夏まき秋冬どり（早生種）

夏まき冬どり（中生・晩生種）

ポットの場合

１穴２粒まき、間引いて本葉３～４枚まで育てる。

セルトレイの場合

❸
化成肥料
14-14-14
50ｇ

畝の長さ
1mあたりの量

❸
化成肥料
14-14-14
50ｇ

畝の長さ
1mあたりの量

１回目

２回目

１回目 ２回目

畝幅
70～80㎝

溝の幅
30㎝

深さ
15～20㎝

化成肥料

日よけ

収穫

  

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

株間40～45㎝
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　ブドウ生産が盛んな勝央町で、
せん定が最盛期を迎えました。
　露地とハウス合わせて７０ａで
ニューピオーネやシャインマスカッ
ト、オーロラブラックなどを栽培
する國政實さんは木をよく観察し、
１本１本の特性を把握しながら、
丁寧に作業を進めます。１０ａあ
たりの収量をやや少なめに設定。

色づきがよく糖度の高いブドウを
追い求めています。
　「資材や燃料の高騰で厳しいが、
変わらずよいブドウを作っていきた
い。同時に、若い人にバトンを渡
せるような環境を整えていけたら」
と生産だけでなく後継者の育成に
も力を入れます。

　
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会（
鹿
児
島

全
共
）の
特
別
区（
高
校
・
農
業
大
学
校
の
部
）

で
優
等
賞
４
席
に
輝
い
た
岡
山
県
立
新
見
高

校
が
、
県
出
品
対
策
協
議
会
や
J
A
か
ら
感

謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　
12
月
下
旬
に
同
校
北
校
地
で
行
わ
れ
た
全

校
集
会
で
受
賞
を
報
告
。
県
出
品
対
策
協
議

会
の
伍
賀
弘
会
長
や
当
J
A
の
石
我
均
組
合

長
、
山
本
日
吉
司
常
務
、
二
摩
一
正
常
務
が
、

代
表
の
生
徒
に
感
謝
状
や
記
念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　
伍
賀
会
長
は「
地
域
で
勝
ち
取
っ
た
栄
誉
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
県
農
業
の
伝
統
と
文
化

を
受
け
継
い
で
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
」と
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
発
表
を
担
当
し
た
生
徒
は「
緊
張

と
重
圧
に
負
け
そ
う
だ
っ
た
が
他
の
部
員
に
支

え
ら
れ
、
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
５
年

後
の
北
海
道
大
会
に
向
け
後
輩
に
し
っ
か
り
引

き
継
ぎ
た
い
」と
誓
い
ま
し
た
。

　
同
校
の
生
物
生
産
科
生
物
調
査
部
は
、
国

内
最
古
の
優
良
系
統
牛
で
あ
る
蔓
牛
の
歴
史

を
受
け
継
ぐ「
千
屋
牛
®
」の
産
地
に
根
差
し
た

課
外
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
和
牛
の
高
等
調
教
技
術
を
１
９
９
７
年

に
復
活
さ
せ
て
、「
牛
の
碁
盤
乗
り
」を
継
承
。

地
域
内
外
で
披
露
す
る
な
ど
和
牛
の
魅
力
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
発
表
が
本
大
会
で

評
価
さ
れ
、
出
品
牛「
い
ろ
は
」の
審
査
と
合

わ
せ
て
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　倉敷市船穂町で、特産「船穂スイート
ピー」が最盛期を迎えています。日本記念日
協会に認定される１月２７日の「船穂スイー
トピー記念日」に合わせて、県内各地でPR
活動を展開し、地域一体となってブランド
確立と消費拡大を目指します。
　船穂町花き部会の１５戸が約４haで栽
培し、４月上旬まで東京・大阪市場を中心
に約１,０００万本の出荷を見込みます。
　１月下旬には、倉敷市とJAがJR倉敷駅
でイベントを開き、県内９つの生花店が制
作した色鮮やかなアレンジメント１８点を改
札前に展示。駅利用者は「華やかな雰囲気
で気持ちも明るくなった」と足を止めていま
した。気に入ったアレンジメントがあれば、
生花店に注文し購入できます。参加店は「船

穂スイートピーは花持ち・品質がよく自信を
もっておすすめできる」と太鼓判を押します。
また期間中、同駅に隣接するショッピング
モール「アリオ倉敷」で開かれた岡山県花き
共進会の入賞展示会では、プレゼントに使
用されるなど、行政などと連携し、花を生
活に取り入れる需要喚起を図り、船穂町
産スイートピーの魅力をPRしました。
　北村明成部会長は「産地として高品質な
ものを安定出荷していく。贈り物や家庭な
どさまざまな場面で楽しんでほしい」と話し
ました。

　新見市内の農家に新年最初に
納入する農機２３台の初荷を祝
いました。１月１１日、新見農機
センターで神事を行い、JAやメー
カーの役職員５０人が出席し、
農作業の安全と農業の発展を祈
願。農業生産の拡大や農家所
得の増大に期待を込めてトラク
ター・田植え機・コンバインなど
初荷を送り出しました。
　今年は水田農業を営む組合や
法人、個人の生産拡大に向けた

大型機械の導入・更新のほか、
農家の高齢化や人手不足を背景
に、作業の効率化や省力化、安
全確保に向けた機械の導入が進
みました。導入・更新の資金には、
JAバンク利子補給制度などによ
り負担を軽減。JA全体で２３５件、
７億３,４００万円（１２月末現在）
を取り扱いました。
　農家は「資材高騰など不安が
尽きない。情勢が改善する年に
なってほしい」と切望しました。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
J
A
グ
ル
ー
プ
は
、
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出
身
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ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
後
押
し
し
よ
う

と
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
尾
関
彩
美
悠

選
手
に
県
産
米
や
お
か
や
ま
和
牛

な
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
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11
月
の
プ

ロ
テ
ス
ト
に
ト
ッ
プ
で
合
格
し
、
２
０
２
２
年
９
月

の
女
子
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ツ
ア
ー
で
プ
ロ
初
優
勝
を
飾
っ

た
尾
関
選
手
を
祝
い
、
一
層
の
活
躍
を
応
援
し
ま

し
た
。
尾
関
選
手
は「
し
っ
か
り
ご
は
ん
を
食
べ
て

試
合
に
臨
み
、
ツ
ア
ー
２
勝
目
を
目
指
す
」と
飛

躍
を
誓
い
ま
し
た
。

し
っ
か
り
食
べ
て
活
躍
を 

特
産
で
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
応
援

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

い
し
が
ひ
と
し

きたむら あきなり

くにまさ みのる

ひ
よ
し

に
ま

か
ず
ま
さ

お
ぜ
き

か
な
み
つ

あ
み
ゆ

や
ま
も
と

ご
が
ひ
ろ
し

つ
る

農家の元へ出発するトラクター・田植え機・コンバインなどの初荷
ダイコン菜・サケ・ゆかりの3種のおむすびが完成。
出来栄えを喜ぶ児童と女性部員

ＪＲ倉敷駅の利用者を魅了するアレンジメント

事
故
ゼ
ロ
の
１
年
に

初
荷
23
台
を
祈
願

  

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
生
徒
代
表

当
Ｊ
Ａ
の
金
光
章
常
務
か
ら
贈
呈
を
受
け
る
尾
関
選
手（
右
）

新見高校に感謝状
次代につなぐ
和牛の伝統と技

船穂スイートピー
華やかに県内各地でＰＲ

あ
き
ら

　
J
A
岡
山
県
女
性
組
織
協
議

会
は
12
月
下
旬
、
津
山
文
化
セ

ン
タ
ー
で
結
成
70
周
年
記
念
大

会
を
開
き
ま
し
た
。
県
内
の
女

性
部
員
ら
約
５
０
０
人
が
参
加

し
、
部
員
ら
の
つ
な
が
り
を
再

確
認
。
組
織
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い

ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
女
性
の
声
を

J
A
運
動
に
反
映
す
る
と
と
も

に
、
女
性
パ
ワ
ー
で
地
域
を
元

気
に
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

河
内
恵
子
会
長
は「
食
と
農
を

通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
組
織

を
目
指
し
、
引
き
続
き
協
同
の

力
で
活
動
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

JA岡山県女性協70周年
記念大会でつながり再確認

お
む
す
び
握
れ
た
よ

地
元
米
で
食
の
大
切
さ
学
ぶ

こ
う
ち

け
い
こ

記
念
講
演
で
会
場
一
体
と
な
っ
て
健
康
体

操
を
実
践
す
る
女
性
部
員
ら

　赤磐市立山陽小学校の５年生は1月下旬、岡山東女性
部山陽支部の部員と地元産の「朝日」を使ったおむすびを
握りました。児童は炊きたてのごはんを丸や三角など思い
思いの形に整え、女性部員の手造りみそや野菜を使った
具沢山なみそ汁と一緒に味わいました。
　児童は授業で食や栄養についての学習をしており、その
総まとめとして、JA女性部の取り組みの1つである「ニコ・
ニコおむすび大作戦」を実施。米の消費拡大や伝統的な
食文化の見直しなどを目指し、児童に地元の米に興味を
持ってもらおうと毎年開いています。児童は「ごはんを中心
とした和食を大切にしていきたい」と話しました。

高
品
質
な
ブ
ド
ウ
の
生
産
へ

1
本
ず
つ
丁
寧
に
せ
ん
定

「
基
本
に
忠
実
に
作
業
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
に
対
応
し
や
す
い
」と
話
す
國
政
さ
ん

オンラインショップのほか、「船穂直売所」
（倉敷市）・「あしん広場」（新見市）・「きら
めきの里」（真庭市）などで販売しています。
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　ブドウ生産が盛んな勝央町で、
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児
島

全
共
）の
特
別
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高
校
・
農
業
大
学
校
の
部
）

で
優
等
賞
４
席
に
輝
い
た
岡
山
県
立
新
見
高

校
が
、
県
出
品
対
策
協
議
会
や
J
A
か
ら
感

謝
状
を
受
け
ま
し
た
。
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旬
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同
校
北
校
地
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行
わ
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た
全

校
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受
賞
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出
品
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策
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議
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賀
弘
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長
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J
A
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石
我
均
組
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山
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司
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務
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二
摩
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正
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務
が
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代
表
の
生
徒
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感
謝
状
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記
念
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手
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ま
し
た
。

　
伍
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会
長
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地
域
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勝
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取
っ
た
栄
誉
で

あ
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、
こ
れ
か
ら
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県
農
業
の
伝
統
と
文
化

を
受
け
継
い
で
発
展
さ
せ
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ほ
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期
待
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込
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。
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史
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じ
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に
貢
献
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ま

す
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。
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。
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　浅口果樹出荷部会は、行政
と連携して定年帰農者を対象と
した「日曜ももづくりセミナー」を
開き、新たな担い手の育成によ
る地域農業の振興を目指してい
ます。昨年度は１３人が栽培管
理や苗木の植え付けなど、1年
を通して学びました。定年退職
後に生産を希望する人が対象で、
これまでに９人が仲間に加わり
ました。
　参加者は「技術を学びながら
準備でき、定年後、すぐ収入に
つながるのが魅力」と話しました。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　びほく青壮年部は、地域農業を盛り
上げ、地域の仲間づくりをしようと設立。
農畜産物の品目の垣根を越えて会員３２
人が所属しています。
　コロナ禍で活動がままならない状況が
続いています。以前は農業に関すること
だけでなく、地元ホテル協力のテーブル
マナー講習や、フレッシュミズとの地元特
産を使った料理教室、ＪＡ展示会での餅つ
き大会などに挑戦してきました。これまで
の経験や仲間が培ってきたことをいかし、
高校生などを対象に食育も絡めた農業体

験を模索しています。
　広域ＪＡとなり、仲間の輪はさらに広が
りをみせています。新しい仲間が集まれば、
さまざまな知恵や知識も集まり、新たな
発見につながります。さらに、自分では
不要なものでも、仲間には必要なものも
あり、道具や機械などをやり取りすること
で新たな出会いが生まれるのが青壮年部
の魅力のひとつです。

　20年前に中国から来日し、会社員として働いていましたが、
自然の中で家族と過ごしたいと農業に興味を持ちました。
モモを作りたい気持ちは初めからありましたが、赤磐市のモ
モを初めて口にした時、自分のイメージを超えるおいしさに
感銘を受け、就農を決めました。
　農業は、作物を作るだけでなく経営など総合的に知識が
必要です。専門用語は難しく、言葉の壁にぶつかることも
あります。課題は多くありますが逆にやる気が湧き、「モモ
を作りたい」という気持ちが強くなりました。妻と2人で支え
合いながら自分の栽培方法を確立し、多くの人においしさ
を伝え、お世話になっている地域の発展にも貢献したいです。
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誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

休日の1コマ

農家仲間を招いて
手作り餃子パーティー！

定年帰農でモモづくりを
セミナー開き担い手育成

適
正
な
土
づ
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り
で

肥
料
高
を
乗
り
切
る

テーブルマナー講習

採取した成分を試験紙を使い分析装置にかける職員

営農指導員（中央）から生産効率や高品質を
目指した冬季せん定など学ぶ参加者

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
収
穫
す
る
夢
野
花
農
園
の
生
産
者

　倉敷かさや統括本部の野菜部
会リーキ部は１月上旬、矢掛町
産リーキの目揃え会を開きました。
消費拡大と産地のブランド力向
上のため「満点リーキ」と名付
けて販売。部会員の研究や栽培
努力、徹底した共同選果により、
品質は市場から定評があります。
ＪＡ担当者は「安定出荷に向け
技術の改善や生産者の募集を
行い、今期は新規栽培者も加
わった」と話し、今後の生産拡
大に期待します。

矢掛町産
「満点リーキ」普及へ

　
津
山
女
性
部
津
山
東
支
部
は

１
月
下
旬
、
津
山
東
部
ア
グ
リ
セ

ン
タ
ー
で
第
63
年
次
暮
ら
し
の
運

動
年
特
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
く
ら
し
と
健

康
」を
テ
ー
マ
に
、
安
全・安
心
に

こ
だ
わ
っ
た
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク

品
79
品
目
の
中
か
ら
、
女
性
部
愛

用
品
目
や
新
規
掲
載
商
品
な
ど
を

Ｊ
Ａ
職
員
が
手
に
と
り
、
原
材
料

や
調
理
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
。

　
担
当
者
は「
食
料
品
・
日
用
品

の
値
上
げ
が
相
次
ぐ
中
、
値
上
げ

に
影
響
さ
れ
な
い
年
間
予
約
が
魅

力
」と
話
し
ま
し
た
。

　
久
常
け
い
子
支
部
長
は「
世
帯

人
数
が
減
っ
た
が
、
い
い
商
品
な

の
で
続
け
て
利
用
し
た
い
」と
説

明
会
で
品
質
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部

は
１
月
中
旬
、
土
壌
診
断

の
た
め
の
簡
易
分
析
装
置

（
Ｒ
Ｑ
フ
レ
ッ
ク
ス
）の
研
修

会
を
笠
岡
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
し
た
。
倉
敷
・
笠

岡
・
矢
掛
の
３
地
区
の
営

農
担
当
職
員
10
人
が
集
ま

り
、
実
際
に
装
置
を
使
っ
て

土
壌
診
断
を
行
う
な
ど
、

取
り
扱
い
方
法
を
学
び
ま
し

た
。
参
加
し
た
職
員
は
、「
土

壌
診
断
を
行
う
こ
と
に
よ
り

肥
料
高
騰
対
策
に
生
か
し
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
真
庭
市
内
で
青

大
豆
み
そ
・
天
神

み
そ
の
仕
込
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
青
大
豆
み
そ
は
、

生
産
量
が
少
な
く

「
緑
の
ダ
イ
ヤ
」と

呼
ば
れ
る
キ
ヨ
ミ

ド
リ
を
使
用
。
ほ

ん
の
り
と
黄
緑
色

で
、
甘
味
が
強
い
み
そ
に
仕
上
が

り
ま
す
。
真
庭
女
性
部
湯
原
支

部
原
晴
江
副
支
部
長
は「
高
品
質

な
キ
ヨ
ミ
ド
リ
な
の
で
自
信
を

も
っ
て
み
そ
づ
く
り
が
で
き
る
。

魚
の
み
そ
漬
け
や
鍋
、
み
そ
汁
な

ど
色
ん
な
料
理
に
使
え
る
」と
話

し
ま
し
た
。

　
天
神
み
そ
は
、
J
A
の
販
売

用
の
ほ
か
、
各
家
庭
の
材
料
を

使
い
、
加
工
だ
け
を
委
託
で
き
る

の
が
人
気
。「
我
が
家
の
み
そ
が

で
き
る
」と
利
用
者
か
ら
好
評
で
、

今
季
は
約
３
０
０
件
の
注
文
が

寄
せ
ら
れ
、
ス
タ
ッ
フ
が
ひ
と
樽

ひ
と
樽
注
文
に
合
わ
せ
て
作
業

し
ま
し
た
。

　
真
庭
市
の
J
A
直
売
所「
き
ら

め
き
の
里
」や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
浅
口
ト
レ
ビ
ス
部
会
は
12
月
下

旬
、
東
京
大
田
市
場
、
豊
洲
市

場
を
視
察
し
ま
し
た
。
市
場
担

当
者
は「
出
荷
量
が
増
え
て
も
、

品
質
が
高
く
今
後
も
高
単
価
で

販
売
で
き
る
」と
話
し
ま
す
。

　
同
部
会
は
、
県
内
唯
一
の
産
地

で
13
人
が
生
産
。
年
々
高
ま
る

需
要
に
応
え
る
た
め
、
担
い
手

育
成
と
普
及
拡
大
に
注
力
し
て

き
ま
し
た
。
諸
情
勢
や
円
安
の

影
響
で
輸
入
物
が
減
り
、
特
に

注
目
が
集
ま
り
ま
す
。
西
山
茂

部
会
長
は「
他
産
地
の
出
荷
状
況

や
市
場
の
要
望
な
ど
を
つ
か
み
、

高
品
質
の
維
持
に
努
め
る
」と
力

を
込
め
ま
し
た
。

　山手直売所への集荷便の定期的な運行を受け、新見
地区の生産者の出荷意欲が高まっています。寒冷地で
冬場の露地栽培が難しい中、ハウスを活用して出荷品目
を拡大。夏秋に比べ、品目・品数ともに少ないものの、
原木栽培シイタケやホウレンソウなどを計画的に届けて
います。
　この内、

  ゆめのはな  
夢野花農園は、リンドウ栽培の閑散期を有

効活用しようと、ホウレンソウのハウス栽培に取り組みま
す。種まき時期を３段階に分け、11月上旬から３月下旬
まで出荷。軸がやわらかいうちに収穫するなど消費者に
思いをはせながら作業に励んでいます。代表の本田光夫
さんは「たくさんの人に食べて名前を覚えてもらえるよう
途切れることなく届けたい」と話します。

品質を確認するＪＡ担当者

きん てつ

てるみ

モモ生産者（赤磐市）

金 哲さん（44）
　 輝麗さん（42）

特産を使ったフレッシュ
ミズとの料理教室

市場で他産地の出荷状況を確認する部会員ら

高
品
質
ト
レ
ビ
ス
を

市
場
視
察
で
動
向
共
有

自
慢
の
野
菜
を
消
費
地
へ

ハ
ウ
ス
活
用
し
直
売
出
荷

商品への理解を深める女性部員

昔ながらの手づくりみそ
鍋やみそ汁で味わって

混ぜ合わせた青大豆みその材料を
ミンチにかける女性部員

は
ら  

は
る
え

マーク品を愛用したい
協同の力でいいもの安く

直
売
所
に
子
ど
も
の
絵
ず
ら
り

米
お
い
し
く
彩
る

ひ
さ
つ
ね

に
し
や
ま
し
げ
る

こ

ほんだ　みつお

　百菜市場和気店・アグリびぜんで販売する５㎏玄米袋を彩る
絵の顔ぶれが新しくなりました。絵は小中学生対象の「ごはん・
お米とわたし」作文図画コンクールの応募作品で、「きぬむすめ」
「コシヒカリ」「朝日」「ヒノヒカリ」の４銘柄にそれぞれ、おにぎりを
頬張る姿や友達とごはんを楽しむ姿が描かれています。
　地域貢献活動の一環として米の消費拡大に向け、地元産米
に興味を持ってもらおうと、毎年１月にデザインを更新し今年で
５年目。リピーターが増えるなど、人気を広げています。

「
子
ど
も
の
絵
に
元
気
が
で
る
。地
元
の
米
を
味
わ
い
た
い
」と

来
店
者
か
ら
も
好
評
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感銘を受け、就農を決めました。
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効活用しようと、ホウレンソウのハウス栽培に取り組みま
す。種まき時期を３段階に分け、11月上旬から３月下旬
まで出荷。軸がやわらかいうちに収穫するなど消費者に
思いをはせながら作業に励んでいます。代表の本田光夫
さんは「たくさんの人に食べて名前を覚えてもらえるよう
途切れることなく届けたい」と話します。

品質を確認するＪＡ担当者

きん てつ

てるみ

モモ生産者（赤磐市）

金 哲さん（44）
　 輝麗さん（42）

特産を使ったフレッシュ
ミズとの料理教室

市場で他産地の出荷状況を確認する部会員ら

高
品
質
ト
レ
ビ
ス
を

市
場
視
察
で
動
向
共
有

自
慢
の
野
菜
を
消
費
地
へ

ハ
ウ
ス
活
用
し
直
売
出
荷

商品への理解を深める女性部員

昔ながらの手づくりみそ
鍋やみそ汁で味わって

混ぜ合わせた青大豆みその材料を
ミンチにかける女性部員

は
ら  

は
る
え

マーク品を愛用したい
協同の力でいいもの安く

直
売
所
に
子
ど
も
の
絵
ず
ら
り

米
お
い
し
く
彩
る

ひ
さ
つ
ね

に
し
や
ま
し
げ
る

こ

ほんだ　みつお

　百菜市場和気店・アグリびぜんで販売する５㎏玄米袋を彩る
絵の顔ぶれが新しくなりました。絵は小中学生対象の「ごはん・
お米とわたし」作文図画コンクールの応募作品で、「きぬむすめ」
「コシヒカリ」「朝日」「ヒノヒカリ」の４銘柄にそれぞれ、おにぎりを
頬張る姿や友達とごはんを楽しむ姿が描かれています。
　地域貢献活動の一環として米の消費拡大に向け、地元産米
に興味を持ってもらおうと、毎年１月にデザインを更新し今年で
５年目。リピーターが増えるなど、人気を広げています。

「
子
ど
も
の
絵
に
元
気
が
で
る
。地
元
の
米
を
味
わ
い
た
い
」と

来
店
者
か
ら
も
好
評
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地域 を 元気に！

　食
が
欧
米
化
し
て
久
し
い

中
、
再
度
和
食
が
脚
光
を
浴

び
て
い
ま
す
。
2
0
1
3
年

12
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
一
汁
三
菜
の
形
、
季
節

感
を
大
切
に
し
た
料
理
や
伝
統
行
事
な

ど
、
和
食
の
特
長
が
登
録
さ
れ
た
の
で
す
。

日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
食
材
に
は
旬
が
あ
り
ま
す
。
農
業
や
輸

送
・
保
存
技
術
が
進
歩
し
、
年
間
を
通

し
て
旬
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
食
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

旬
の
食
材
は
栄
養
価
が
高
く
、
季
節
感

を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　和
食
は
ご
飯
と
み
そ
汁
、
お
か
ず（
主

菜
・
副
菜
）を
2
つ
ま
た
は
3
つ
並
べ
た
一

汁
二
菜
や
一
汁
三
菜
が
基
本
で
す
。
5
大

栄
養
素（
炭
水
化
物
、
脂
質
、
タ
ン
パ
ク
質
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
）が
す
べ
て
含
ま
れ
、

健
康
に
必
要
な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

と
れ
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
器
は
、

家
庭
で
も
給
食
で
も
同
じ
よ
う
に
並
べ
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
る「
三
角

食
べ
」
を
し
、

「
口
内
調
味
」

を
活
用
し
て

減
塩
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

和
食
を
き
れ
い
に
並
べ
て
、

お
い
し
く「
い
た
だ
き
ま
す
！
」

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

春
陽
待
ち
　
極
寒
耐
え
る
　
畠
の
苗

髙
橋
　
雅
樹 

さ
ん

甘
く
な
れ
　
白
菜
巻
き
て
　
冬
越
し
す

加
藤
　
光
子 

さ
ん

直
売
所
　
笑
顔
あ
ふ
れ
た
　
お
正
月

田
中
　
多
惠 
さ
ん

野
菜
の
値
　
種
播
く
頃
は
　
解
ら
な
い

加
藤
　
紀
久
恵 

さ
ん

機
械
化
で
　
畔
で
む
だ
話
　
楽
し
め
ず

内
田
　
久
子 

さ
ん

寒
さ
た
え
　
甘
く
な
っ
た
ね
　
野
菜
達

み
ん
な
の
ば
あ
ば 

さ
ん

盛
り
上
が
れ  

値
上
げ
に
負
け
ぬ  

国
消
国
産

ハ
レ
ル
ヤ
・
ケ
イ
コ 

さ
ん

准組合員参加企画

女性部のみなさん
に教えてもらいなが
ら「千屋牛®」や地元
産野菜を使ったお
弁当づくりに挑戦し
ました!

杵が重たくて大変
！丸めてきなこをつけて…

上手に三角に握れたよ！
まっすぐ上手に
開けられたよ

修了証書を受け取りました

清音アグリキッズスクール（総社市）

ニコ・ニコおむすび大作戦
赤磐市立山陽小学校 5年生

特産連島ごぼう収穫体験
倉敷市立

あさひがおか

旭丘小学校

あぐりにこにこスクール閉校式
（真庭市）

この木にシイタケ
ができるんだって！

地元産のもち米で
おもちつきにチャ
レンジしたよ！
女性部清音支部
特製のお雑煮セッ
トがお土産に付き
ました！

シ
イ
タ
ケ
菌
を
植
え
る

穴
開
け
に
挑
戦
！

シ
イ
タ
ケ
菌
を
植
え
る

穴
開
け
に
挑
戦
！

直
売
所
の
中
に
隠
れ
た
ヒ
ン
ト
を

探
し
て
、果
物
の
名
前
な
ど
を
当
て

る
ク
イ
ズ
を
と
い
た
よ
！

授業を通して和食
のよさを知りまし
た。家族の健康を
考えた食事も発表
したよ。

記念品の野菜カ
レンダーに特産
の「クレマチス」
を書いたよ！

ブ
ド
ウ
の
収
穫
な
ど
を
通

し
て
地
域
の
特
産
品
を
学

ん
だ
よ
！

１
㍍
ぐ
ら
い
の
長
さ
だ
よ
！

やわらか～♪

お弁当うれ
しいな！

な
が
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
い
！

「千屋牛®」でヤングコーンと
エリンギを巻いたメインディッシュ！

お弁当づくり
新見市立野馳小学校

のち

矢掛町立中川小学校

親子やさい栽培教室
（百菜市場和気店）

自分たちで育てたロマネ
スコをＪＡ直売所「青空市
きらり」で販売したよ！

家族で原木の穴にシイタ
ケ菌を植えたよ！

ロマネスコはカリフラワーの一種で
世界一美しい野菜と言われ、
どんな料理にもあうよ！

ロマネスコはカリフラワーの一種で
世界一美しい野菜と言われ、
どんな料理にもあうよ！

やった～
全問正解！

やまもとやまもとやまもとやまもと なつきなつきなつきなつき

山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん
よこたよこたよこたよこた しゅんのすけしゅんのすけしゅんのすけしゅんのすけ

横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）
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ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
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恒橙さん　
そうま
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ひさと
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そうま
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惣麻さん　
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桐悟さん

ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
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楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から

大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん
おおもりおおもりおおもりおおもり りおりおりおりお

田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん
たなかたなかたなかたなか そらそらそらそら

垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん
かきうちかきうちかきうちかきうち はるきはるきはるきはるき

（蒜山教室）
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合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

春
陽
待
ち
　
極
寒
耐
え
る
　
畠
の
苗

髙
橋
　
雅
樹 

さ
ん

甘
く
な
れ
　
白
菜
巻
き
て
　
冬
越
し
す

加
藤
　
光
子 

さ
ん

直
売
所
　
笑
顔
あ
ふ
れ
た
　
お
正
月

田
中
　
多
惠 

さ
ん

野
菜
の
値
　
種
播
く
頃
は
　
解
ら
な
い

加
藤
　
紀
久
恵 

さ
ん

機
械
化
で
　
畔
で
む
だ
話
　
楽
し
め
ず

内
田
　
久
子 

さ
ん

寒
さ
た
え
　
甘
く
な
っ
た
ね
　
野
菜
達

み
ん
な
の
ば
あ
ば 

さ
ん

盛
り
上
が
れ  

値
上
げ
に
負
け
ぬ  

国
消
国
産

ハ
レ
ル
ヤ
・
ケ
イ
コ 

さ
ん

准組合員参加企画

女性部のみなさん
に教えてもらいなが
ら「千屋牛®」や地元
産野菜を使ったお
弁当づくりに挑戦し
ました!

杵が重たくて大変
！丸めてきなこをつけて…

上手に三角に握れたよ！
まっすぐ上手に
開けられたよ

修了証書を受け取りました

清音アグリキッズスクール（総社市）

ニコ・ニコおむすび大作戦
赤磐市立山陽小学校 5年生

特産連島ごぼう収穫体験
倉敷市立

あさひがおか

旭丘小学校

あぐりにこにこスクール閉校式
（真庭市）

この木にシイタケ
ができるんだって！

地元産のもち米で
おもちつきにチャ
レンジしたよ！
女性部清音支部
特製のお雑煮セッ
トがお土産に付き
ました！

シ
イ
タ
ケ
菌
を
植
え
る

穴
開
け
に
挑
戦
！

シ
イ
タ
ケ
菌
を
植
え
る

穴
開
け
に
挑
戦
！

直
売
所
の
中
に
隠
れ
た
ヒ
ン
ト
を

探
し
て
、果
物
の
名
前
な
ど
を
当
て

る
ク
イ
ズ
を
と
い
た
よ
！

授業を通して和食
のよさを知りまし
た。家族の健康を
考えた食事も発表
したよ。

記念品の野菜カ
レンダーに特産
の「クレマチス」
を書いたよ！

ブ
ド
ウ
の
収
穫
な
ど
を
通

し
て
地
域
の
特
産
品
を
学

ん
だ
よ
！

１
㍍
ぐ
ら
い
の
長
さ
だ
よ
！

やわらか～♪

お弁当うれ
しいな！

な
が
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
い
！

「千屋牛®」でヤングコーンと
エリンギを巻いたメインディッシュ！

お弁当づくり
新見市立野馳小学校

のち

矢掛町立中川小学校

親子やさい栽培教室
（百菜市場和気店）

自分たちで育てたロマネ
スコをＪＡ直売所「青空市
きらり」で販売したよ！

家族で原木の穴にシイタ
ケ菌を植えたよ！

ロマネスコはカリフラワーの一種で
世界一美しい野菜と言われ、
どんな料理にもあうよ！

ロマネスコはカリフラワーの一種で
世界一美しい野菜と言われ、
どんな料理にもあうよ！

やった～
全問正解！

やまもとやまもとやまもとやまもと なつきなつきなつきなつき

山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん山本 菜月さん
よこたよこたよこたよこた しゅんのすけしゅんのすけしゅんのすけしゅんのすけ

横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）横田 隼之介さん（落合教室）

しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
しらいし

白石 
はると

遥音さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん
ふくま

福間 
りゅうしん

隆真さん

しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
しらたに

白谷
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん
ひさと

恒橙さん　
そうま

惣麻さん　
とうご

桐悟さん

ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
ならむら

楢村 
 い  お  り  

衣緒梨さん
左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から左から

大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん大森　梨央さん
おおもりおおもりおおもりおおもり りおりおりおりお

田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん田中　颯空さん
たなかたなかたなかたなか そらそらそらそら

垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん垣内　陽輝さん
かきうちかきうちかきうちかきうち はるきはるきはるきはるき

（蒜山教室）
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そろそろ、進学や就職が決まり、新生活の準備を始める時
期になってきました。
・進学先が決まり、学費などを準備しなければならない。
・車の免許を取得しなければならない。
・新生活のため、引っ越ししなければならない。
でも、資金が足りない…。 

　　そんな時は！！ JAネットローン

ローン ラインナップ
マイカーローン：新車や中古車の購入はもちろん、免許取得費用にも！
教 育 ロ ー ン：入学金や授業料はもちろん、幅広い教育資金に使える！
リフォームローン：住宅の増改築・改装などのリフォームに使える！
多目的ローン：お使い道さえ決まっていればさまざまな用途に使える！
フリーローン：さまざまな用途に使える！
カードローン：借入枠の範囲で何度でも使える！

Point1 JAのローンだから身近で便利で安心！
Point2 ニーズに応える、豊富なラインナップ！
Point3 ２４時間インターネットで仮申込ができる！

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

新生活に向けて
急な資金のご入用は

ございませんか？

JAネットローン3つのポイント

詳しくは、お近くの支店の渉外担当者までお問合せください。

▶まずはコチラから JAネットローン
https://ja-netloan.jp/

検索

　
令
和
４
年
度
１
月
期
理
事
会
を
１
月
31
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
４
年
度

９
月
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回

答
書
／
第
２
号
議
案
：
令
和
４
年
度
岡
山

県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
改
善
状

況
報
告
／
第
３
号
議
案
：
共
済
事
業
不
祥

事
件
に
か
か
る
再
発
防
止
策
の
策
定
／
第
４

号
議
案
：
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び

テ
ロ
資
金
供
与
に
関
す
る
リ
ス
ク
評
価
書
の

定
例
改
定
／
第
５
号
議
案
：
出
資
口
数
の

減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】不
良
債
権
処
理
対
策
委
員
会

報
告
／
令
和
４
年
度
12
月
末
事
業
実
績
／

不
祥
事
件
再
発
防
止
策
に
か
か
る
12
月
の
取

り
組
み
／
相
談
・
苦
情（
令
和
４
年
度
第
３

四
半
期
）／
事
務
ミ
ス
等（
令
和
４
年
度
第
３

四
半
期
）／
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理

先
の
対
応
状
況
報
告（
令
和
４
年
度
第
３
四

半
期
）／
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況（
令
和

４
年
度
第
３
四
半
期
）／
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報

告
／
子
会
社
の
監
査
結
果
／
そ
の
他（
①

【
岡
山
西
統
括
本
部
】粒
江
・
藤
戸
・
児
島

支
店
新
築
工
事
入
札
結
果
／
②【
倉
敷
か
さ

や
統
括
本
部
】旧
神
内
支
店
土
地
建
物
の
売

却
結
果
／
③【
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
】笠

岡
支
店
北
側
遊
休
地
の
売
却
結
果
／
組
合

と
理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
の
実
施
報
告

　
J
A
晴
れ
の
国
岡
山
は
、
肥
料
価
格
高
騰

に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
に

国
及
び
県
が
実
施
す
る「
肥
料
価
格
高
騰
対

策
事
業
」へ
の
相
談
・
申
請
の
対
応
に
取
り
組

み
ま
す
。
取
組
要
件
や
申
請
方
法
な
ど
、
お

気
軽
に
近
く
の
営
農
・
購
買
店
舗
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
事
業
の
概
要
は
下
記
コ
ー
ド

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ま
た
は
岡
山

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
確

定
申
告
に
は
、
自
宅
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

利
用
で
き
るｅ
ー
Ｔａｘ（
電
子
申
告
）が
便
利
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対

応
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、
申
告
書
を
提

出
で
き
ま
す
。
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
も
、

ぜ
ひ
自
宅
か
らｅ
ー
Ｔａｘ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
申
告
書
の
作
成

は
下
記
コ
ー
ド
か
ら
。

　
将
来
の
中
核
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

研
修
会
で
、
当
J
Ａ
の
職
員
９
人
が
７
ヵ
月

に
わ
た
り
経
営
学
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
修

了
レ
ポ
ー
ト
で
、「
組
合
員
へ
総
合
的
な
サ
ポ

ー
ト
を
目
指
し
て
〜
職
員
の
営
農
知
識
の
向

上
に
向
け
て
〜
」を
発
表
し
た
津
山
支
店
の

あ
き
や
ま  

も
と
の
り

秋
山
原
権
係
長
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
全

国
大
会（
２
月
中
旬
）に
出
場
し
ま
し
た
。

　
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
時
期
に
合
わ
せ
、
県
内
9

つ
の
生
花
店
で
多
彩
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
の
注
文
を
受
け
付
け
中
で
す
。
す
ぐ
に
飾

る
こ
と
が
で
き
、
お
う
ち
で
楽
し
む
の
は
も
ち

ろ
ん
、
贈
り
物
に
も
お
す
す
め
で
す
。
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
の
注
文
を
受
付
中
。
一
覧
は
左
記
コ

ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
せ
ん
定
や
摘
蕾
、
ハ
ウ
ス
の
補
修
な
ど
高

所
作
業
が
増
え
る
時
期
で
す
。
脚
立
・
ハ
シ

ゴ
の
使
い
方
を
再
確
認
し
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。
な
お
、「
脚
立
」は
高
所
で
作
業
す
る

道
具
、「
ハ
シ
ゴ
」は
高
所
へ
移
動
す
る
道
具

で
す
。
用
法
を
守
り
、
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

【
脚
立
の
正
し
い
使
い
方
】

①
平
ら
な
場
所
で
使
用
す
る 

②
三
脚
脚

立
の
場
合
、
支
柱
は
山
側
に
立
て
る 

③

開
き
止
め
を
か
け
る 

④
天
板
と
そ
の
下
に

は
立
た
な
い・
座
ら
な
い

理
事
会
だ
よ
り

監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書
ほ
か

肥
料
高
騰
対
策
の
ご
案
内

ご
相
談
に
対
応
し
ま
す

将
来
を
担
う
職
員
が
経
営
を
学
ぶ

戦
略
型
中
核
人
材
育
成
研
修
会

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告

和牛子牛セリ市況

成　績

※前月比で平均１万8,751円下げたものの、３カ月連続で
　60万円台を維持した。

（税込）

性　別 頭数 平均体重

雌

去勢

合計

全体

全体

全体

1,855,700円

894,300円

1,855,700円

573,126円

657,954円

620,606円

287㎏

309㎏

299㎏

最高価格 平均価格

126

161

287

1月27日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

ほ
ほ
え
み

JA からのお知らせ

代表監事　小野 眞一 （おの しんいち）

防
ご
う
！
農
作
業
事
故

脚
立
を
正
し
く
使
う

STOP
農作業事故

育てよう、地域の農業を

おじゃましますおじゃまします
役員
が 生

花
店
×
船
穂
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

お
う
ち
に
花
を
飾
り
ま
せ
ん
か

色
と
り
ど
り
の
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト（
写
真
は
一
例
で
す
）

　
１
月
21
日
の「
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
日
」に

合
わ
せ
、
大
阪
鶴
見
花
市
場
に
併
設
す

る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
主
産
地
か
ら

持
ち
寄
っ
た
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
展
示
会
を

行
い
ま
し
た
。
閉
店
セ
ー
ル
中
と
い
う
事

も
あ
り
、
多
く
の
人
が
来
場
し
、
彩
と

り
ど
り
の
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
や「
染
め
」の
技

法
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　（
株
）な
に
わ
花
市
場
の
輸
出
部
門
の

話
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
ス

イ
ー
ト
ピ
ー
の
需
要
は
多
く
、
シ
ー
ズ
ン

で
１
４
０
万
本
ほ
ど
を

海
外
に
輸
出
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
同
市
場
で

船
穂
産
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
は

扱
い
が
な
く
、
シ
ー
ズ
ン

を
通
し
て
品
質
が
安
定

し
て
い
る
船
穂
産
が
う

ら
や
ま
し
い
と
の
言
葉

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

一
覧
は
こ
ち
ら
か
ら

　総社市の秦果樹生産出荷組合を訪問し、ブドウ産地の振興に
熱意を持って取り組む姿に感銘を受けました。１０年前に若手中心
の「担い手チーム」を作り、新規就農者の受け入れや高齢化によっ
て作業ができない農家をサポートするなど、将来を見据えた取り
組みで、地域農業の活性化につなげています。
　ほ場では、新規就農を目指す研修生が、加温栽培の準備やせ
ん定作業を学び、後継者の育成と技術の伝承に努めています。
監事は産地などの現場に赴くことがあまりないので、直接足を運ん
で農家のみなさんの生の声を聞き、産地を維持するためには、大
変な苦労があることを実感できました。
　ＪＡとしても高齢化や担い手不足という問題に立ち向かっていま
すが、農家の取り組みを参考に、一体となって課題解決を目指し
ていきたいと思います。

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

染
め
技
法
で
彩
と
り
ど
り

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
来
場
者
を
魅
了

担
い
手
チ
ー
ム
が
管
理
す
る
研

修
用
ほ
場
を
訪
問
。
10
㌃
で
約

３
０
０
０
〜
４
０
０
０
本
の
枝
を

切
り
戻
す
せ
ん
定
作
業
を
確
認

久世支店
経済課
やまなか あやか

山中 彩花

　
Ｊ
Ａ
に
入
組
し
て
４
年
目
と
な
り
、

３
年
前
か
ら
久
世
支
店
経
済

課
で
女
性
部
の
担
当
を
し

て
い
ま
す
。
初
め
は
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
先
輩
職

員
や
部
員
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
う

日
々
で
し
た
が
、
今
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
は
真
庭

女
性
部
の
家
の
光
大
会
で
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
続
け
て
い
る
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
部
員
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
て
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
交
流

の
幅
を
広
げ
、
地
域
と
Ｊ
Ａ
を
結
ぶ

懸
け
橋
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

全農岡山県本部　大阪事務所
所　長 豊田　晃大

とよだ こうだい

アウトレットモールでの展示会。カラフルに染め
上げたスイートピーが来場者を魅了した

JAグ
ルー

プの

雑誌
「家

の光
」

おス
スメ

です
！
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そろそろ、進学や就職が決まり、新生活の準備を始める時
期になってきました。
・進学先が決まり、学費などを準備しなければならない。
・車の免許を取得しなければならない。
・新生活のため、引っ越ししなければならない。
でも、資金が足りない…。 

　　そんな時は！！ JAネットローン

ローン ラインナップ
マイカーローン：新車や中古車の購入はもちろん、免許取得費用にも！
教 育 ロ ー ン：入学金や授業料はもちろん、幅広い教育資金に使える！
リフォームローン：住宅の増改築・改装などのリフォームに使える！
多目的ローン：お使い道さえ決まっていればさまざまな用途に使える！
フリーローン：さまざまな用途に使える！
カードローン：借入枠の範囲で何度でも使える！

Point1 JAのローンだから身近で便利で安心！
Point2 ニーズに応える、豊富なラインナップ！
Point3 ２４時間インターネットで仮申込ができる！

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

新生活に向けて
急な資金のご入用は

ございませんか？

JAネットローン3つのポイント

詳しくは、お近くの支店の渉外担当者までお問合せください。

▶まずはコチラから JAネットローン
https://ja-netloan.jp/

検索

　
令
和
４
年
度
１
月
期
理
事
会
を
１
月
31
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
４
年
度

９
月
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回

答
書
／
第
２
号
議
案
：
令
和
４
年
度
岡
山

県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
改
善
状

況
報
告
／
第
３
号
議
案
：
共
済
事
業
不
祥

事
件
に
か
か
る
再
発
防
止
策
の
策
定
／
第
４

号
議
案
：
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び

テ
ロ
資
金
供
与
に
関
す
る
リ
ス
ク
評
価
書
の

定
例
改
定
／
第
５
号
議
案
：
出
資
口
数
の

減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】不
良
債
権
処
理
対
策
委
員
会

報
告
／
令
和
４
年
度
12
月
末
事
業
実
績
／

不
祥
事
件
再
発
防
止
策
に
か
か
る
12
月
の
取

り
組
み
／
相
談
・
苦
情（
令
和
４
年
度
第
３

四
半
期
）／
事
務
ミ
ス
等（
令
和
４
年
度
第
３

四
半
期
）／
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理

先
の
対
応
状
況
報
告（
令
和
４
年
度
第
３
四

半
期
）／
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況（
令
和

４
年
度
第
３
四
半
期
）／
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報

告
／
子
会
社
の
監
査
結
果
／
そ
の
他（
①

【
岡
山
西
統
括
本
部
】粒
江
・
藤
戸
・
児
島

支
店
新
築
工
事
入
札
結
果
／
②【
倉
敷
か
さ

や
統
括
本
部
】旧
神
内
支
店
土
地
建
物
の
売

却
結
果
／
③【
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
】笠

岡
支
店
北
側
遊
休
地
の
売
却
結
果
／
組
合

と
理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
の
実
施
報
告

　
J
A
晴
れ
の
国
岡
山
は
、
肥
料
価
格
高
騰

に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
に

国
及
び
県
が
実
施
す
る「
肥
料
価
格
高
騰
対

策
事
業
」へ
の
相
談
・
申
請
の
対
応
に
取
り
組

み
ま
す
。
取
組
要
件
や
申
請
方
法
な
ど
、
お

気
軽
に
近
く
の
営
農
・
購
買
店
舗
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
事
業
の
概
要
は
下
記
コ
ー
ド

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ま
た
は
岡
山

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
確

定
申
告
に
は
、
自
宅
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

利
用
で
き
るｅ
ー
Ｔａｘ（
電
子
申
告
）が
便
利
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対

応
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、
申
告
書
を
提

出
で
き
ま
す
。
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
も
、

ぜ
ひ
自
宅
か
らｅ
ー
Ｔａｘ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
申
告
書
の
作
成

は
下
記
コ
ー
ド
か
ら
。

　
将
来
の
中
核
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

研
修
会
で
、
当
J
Ａ
の
職
員
９
人
が
７
ヵ
月

に
わ
た
り
経
営
学
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
修

了
レ
ポ
ー
ト
で
、「
組
合
員
へ
総
合
的
な
サ
ポ

ー
ト
を
目
指
し
て
〜
職
員
の
営
農
知
識
の
向

上
に
向
け
て
〜
」を
発
表
し
た
津
山
支
店
の

あ
き
や
ま  

も
と
の
り

秋
山
原
権
係
長
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
全

国
大
会（
２
月
中
旬
）に
出
場
し
ま
し
た
。

　
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
時
期
に
合
わ
せ
、
県
内
9

つ
の
生
花
店
で
多
彩
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
の
注
文
を
受
け
付
け
中
で
す
。
す
ぐ
に
飾

る
こ
と
が
で
き
、
お
う
ち
で
楽
し
む
の
は
も
ち

ろ
ん
、
贈
り
物
に
も
お
す
す
め
で
す
。
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
の
注
文
を
受
付
中
。
一
覧
は
左
記
コ

ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
せ
ん
定
や
摘
蕾
、
ハ
ウ
ス
の
補
修
な
ど
高

所
作
業
が
増
え
る
時
期
で
す
。
脚
立
・
ハ
シ

ゴ
の
使
い
方
を
再
確
認
し
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。
な
お
、「
脚
立
」は
高
所
で
作
業
す
る

道
具
、「
ハ
シ
ゴ
」は
高
所
へ
移
動
す
る
道
具

で
す
。
用
法
を
守
り
、
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

【
脚
立
の
正
し
い
使
い
方
】

①
平
ら
な
場
所
で
使
用
す
る 

②
三
脚
脚

立
の
場
合
、
支
柱
は
山
側
に
立
て
る 

③

開
き
止
め
を
か
け
る 

④
天
板
と
そ
の
下
に

は
立
た
な
い・
座
ら
な
い

理
事
会
だ
よ
り

監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書
ほ
か

肥
料
高
騰
対
策
の
ご
案
内

ご
相
談
に
対
応
し
ま
す

将
来
を
担
う
職
員
が
経
営
を
学
ぶ

戦
略
型
中
核
人
材
育
成
研
修
会

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告

和牛子牛セリ市況

成　績

※前月比で平均１万8,751円下げたものの、３カ月連続で
　60万円台を維持した。

（税込）
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去勢
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全体

全体

全体

1,855,700円

894,300円

1,855,700円

573,126円
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620,606円

287㎏

309㎏

299㎏

最高価格 平均価格

126

161

287
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防
ご
う
！
農
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業
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故
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を
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STOP
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を
使
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レ
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ジ
メ
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ト（
写
真
は
一
例
で
す
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１
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21
日
の「
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
日
」に

合
わ
せ
、
大
阪
鶴
見
花
市
場
に
併
設
す

る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
主
産
地
か
ら

持
ち
寄
っ
た
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
展
示
会
を

行
い
ま
し
た
。
閉
店
セ
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ル
中
と
い
う
事

も
あ
り
、
多
く
の
人
が
来
場
し
、
彩
と

り
ど
り
の
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
や「
染
め
」の
技

法
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　（
株
）な
に
わ
花
市
場
の
輸
出
部
門
の

話
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
ス

イ
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ト
ピ
ー
の
需
要
は
多
く
、
シ
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ン

で
１
４
０
万
本
ほ
ど
を

海
外
に
輸
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て
い
る

よ
う
で
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同
市
場
で

船
穂
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ス
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が
な
く
、
シ
ー
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を
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が
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定

し
て
い
る
船
穂
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が
う

ら
や
ま
し
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と
の
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を
頂
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ま
し
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。

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters
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JAの事業・地域の特徴をご紹介します。
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レ
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の
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は
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ち
ら
か
ら

　総社市の秦果樹生産出荷組合を訪問し、ブドウ産地の振興に
熱意を持って取り組む姿に感銘を受けました。１０年前に若手中心
の「担い手チーム」を作り、新規就農者の受け入れや高齢化によっ
て作業ができない農家をサポートするなど、将来を見据えた取り
組みで、地域農業の活性化につなげています。
　ほ場では、新規就農を目指す研修生が、加温栽培の準備やせ
ん定作業を学び、後継者の育成と技術の伝承に努めています。
監事は産地などの現場に赴くことがあまりないので、直接足を運ん
で農家のみなさんの生の声を聞き、産地を維持するためには、大
変な苦労があることを実感できました。
　ＪＡとしても高齢化や担い手不足という問題に立ち向かっていま
すが、農家の取り組みを参考に、一体となって課題解決を目指し
ていきたいと思います。

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

染
め
技
法
で
彩
と
り
ど
り

ス
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ト
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来
場
者
を
魅
了

担
い
手
チ
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ム
が
管
理
す
る
研

修
用
ほ
場
を
訪
問
。
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０
０
０
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０
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０
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の
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り
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せ
ん
定
作
業
を
確
認

久世支店
経済課
やまなか あやか

山中 彩花

　
Ｊ
Ａ
に
入
組
し
て
４
年
目
と
な
り
、

３
年
前
か
ら
久
世
支
店
経
済

課
で
女
性
部
の
担
当
を
し

て
い
ま
す
。
初
め
は
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
先
輩
職

員
や
部
員
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
う

日
々
で
し
た
が
、
今
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
は
真
庭

女
性
部
の
家
の
光
大
会
で
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
続
け
て
い
る
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
部
員
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
て
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
交
流

の
幅
を
広
げ
、
地
域
と
Ｊ
Ａ
を
結
ぶ

懸
け
橋
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

全農岡山県本部　大阪事務所
所　長 豊田　晃大

とよだ こうだい

アウトレットモールでの展示会。カラフルに染め
上げたスイートピーが来場者を魅了した

JAグ
ルー

プの

雑誌
「家

の光
」

おス
スメ

です
！
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
先
月
号「
晴
れ
び
と
」の
、
い
き
い
き

と
立
派
な
苗
、
箱
い
っ
ぱ
い
の
真
っ
赤
に

熟
し
た
イ
チ
ゴ
。
日
々
、
真
面
目
に
労

を
い
と
わ
ず
栽
培
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
成
果
に
感
心
し
ま
し
た
。
若
く
し

て
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
取
り
組
む
岩
藤
さ

ん
の
活
躍
を
陰
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま

す
。

久
米
南
町
・
前 

節
子
さ
ん（
60
代
）

▼
先
月
号
を
開
く
と
真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
最
近

の
大
雪
で
辺
り
は
真
っ
白
。
真
っ
赤
な
イ

チ
ゴ
に
元
気
が
出
ま
し
た
。
春
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

新
見
市
・
ま
ぐ
ろ
の
に
ぎ
り
さ
ん（
40
代
）

▼
大
人
ば
か
り
で
す
が
イ
チ
ゴ
の
ケ
ー

キ
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
だ
っ

て
イ
チ
ゴ
が
大
好
き
な
ん
だ
も
の
。

高
梁
市
・
や
こ
こ
さ
ん（
60
代
）

▼
お
米
の
作
文
を
読
ん
で
、
温
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
子
ど
も
の

頃
の
給
食
は
パ
ン
の
日
が
多
か
っ
た
け
ど
、

今
は
食
育
で
ご
は
ん
の
日
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
う
ち
の
子
ど
も
た
ち
も
ご

は
ん
が
大
好
き
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
お

米
の
お
い
し
さ
と
、
作
っ
て
く
だ
さ
る
み

な
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
広
め
て

い
け
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

笠
岡
市
・
さ
わ
そ
ら
さ
ん（
40
代
）

▼
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
読
ん
で
、

お
米
を
通
じ
て
温
か
い
心
遣
い
の
出
来

る
お
子
さ
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
成
長
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

奈
義
町
・
く
ろ
ち
ゃ
ん（
50
代
）

▼「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」の
ペ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
景
色
。
い
つ
も「
こ
の
道
は
ど
こ

に
行
く
道
か
な
」、
家
の
近
く
だ
と「
こ

の
家
は
誰
の
？
」と
思
い
な
が
ら
見
て
い

ま
す
。
知
ら
な
い
土
地
で
も
、
知
っ
て

い
る
土
地
で
も
空
か
ら
の
風
景
は
特
別

で
す
ね
。

美
作
市
・
武
地 

玲
子
さ
ん（
70
代
）

▼
窓
口
ボ
ー
ド
に
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
る
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
近
所
の
支

店
が
受
賞
し
て
い
て
な
ん
だ
か
私
ま
で

嬉
し
い
気
持
ち
に
。
今
後
も
注
目
し
て

見
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

赤
磐
市
・
と
ま
と
さ
ん（
30
代
）

▼
県
内
に
大
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
、
学

校
が
休
校
し
た
り
、
新
聞
が
休
刊
に
な
っ

た
り
し
て
災
害
に
対
し
て
の
心
構
え
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

美
咲
町
・
延
原 

喜
美
恵
さ
ん（
60
代
）

▼
我
が
家
は
年
中
ご
は
ん
で
す
。
な
ん

と
い
っ
て
も
お
米
が
一
番
。
炊
い
て
・
蒸

し
て
・
炒
め
て
い
ろ
い
ろ
と
調
理
で
き
ま

す
。
少
量
で
も
大
量
で
も
自
由
に
好
き

な
よ
う
に
料
理
で
き
る
万
能
食
材
で
す
。

井
原
市
・
馬
越 

京
子
さ
ん（
70
代
）

▼
過
去
の
広
報
誌
の「
家
庭
菜
園
」を
切

り
取
っ
て
保
存
、
そ
の
通
り
栽
培
し
て
、

つ
い
に
立
派
な
大
根
が
収
穫
で
き
ま
し

た
。
孫
に
も
お
す
そ
わ
け
し
て「
お
い
し

い
」と
褒
め
て
も
ら
え
ま
し
た
。

備
前
市
・
寺
内 

貞
子
さ
ん（
80
代
）

▼
寒
さ
が
身
に
し
み
る
今
日
こ
の
頃
で

す
が
、
寒
さ
に
負
け
ず
ほ
場
に
出
て
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
新
規
で
就
農
し
た

ば
か
り
な
の
で
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る

時
が
あ
り
ま
す
が
、「
晴
れ
ば
れ
」に
登

場
す
る
皆
さ
ん
の
活
躍
に
元
気
を
も
ら

い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

倉
敷
市
・
タ
ケ
さ
ん（
50
代
）

▼
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
食
と
農
の
大
切
さ
。

の
び
の
び
・
い
き
い
き
と
し
た
絵
や
作
文

に
感
動
し
元
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
食
は
、

身
体
だ
け
で
な
く
心
の
栄
養
に
も
な
っ
て

い
る
と
感
じ
、
家
族
に
も
真
心
こ
め
て

手
づ
く
り
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

総
社
市
・
木
山 

れ
い
こ
さ
ん（
70
代
）

▼
孫
へ
。
9
年
間
、
私
の
縫
っ
た
雑
巾
を

学
校
へ
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
縫
っ
て
い
る
時
が
私
の
至
福
の
時
で

し
た
。
4
月
か
ら
高
校
生
活
が
始
ま
り

ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
、
亡

き
主
人
も
き
っ
と
見
守
っ
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
。
最
後
の
雑
巾
は
今
ま
で
以
上

に
気
持
ち
を
こ
め
て
縫
い
ま
し
た
。

津
山
市
・
あ
っ
ち
ゃ
ん

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

暑さ寒さも―まで
佐渡、淡路、隠岐といえば
多くの受験生が解くもの
数学ではxやyで表すことが多い
ツクシはこの植物の胞子茎です
飛行機が飛び立つこと
薄く切ったもの。―チーズ
山下公園や中華街があります
卒業式で『―の光』を歌った
イルカのヒット曲『―雪』
衣服に付いている、洗濯表示などが
載っている部分

1
2
3
4
5
9
11
12
13
15
18

ひな人形に供える餅
入試のときはケアレス―に気を付けて
ぐっと辛抱すること
ウドの生産量が日本一の、北関東にある県
跳ね上げたひげが特徴的なスペインの画家
石が細かく砕けたもの
雪解けで川の―が増えた
つくのはうそ、吹くのは
中華がゆなどにのせる赤い実
スタッドレスからノーマルに替えようかな
宿屋のこと。漢字では旅籠と書きます
出かけていて誰もいません
ひな祭りのうしお汁によく使われる貝

1
4
6
7
8
10
11
13
14
16
17
19
20

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
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　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

クロスワードパズル
先月号の答え

「ユキオロシ」
応募総数
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　「
昔
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
大
人
に
な
っ
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」と
い
う
食
べ
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
も
、
今
回
の
表
紙
の
セ

ロ
リ
は
苦
手
な
野
菜
の
ひ
と
つ
で
し
た
が
、
あ
る
日「
セ
ロ
リ
の
ピ

ク
ル
ス
」を
食
べ
て
か
ら
大
好
物
に
！
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
と

セ
ロ
リ
独
特
の
味
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
ク
セ
に
な
り
ま
す
。
作

り
方
も
簡
単
で
、
セ
ロ
リ
の
芯
の
部
分
を
洗
っ
て
水
分
を
ふ
き
取
り
、
好
き

な
大
き
さ
に
切
っ
て「
ほ
め
ら
れ
酢
」（
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク

商
品
、
写
真
参
照
）に
漬
け
る
だ
け
で
す
。
ぜ
ひ
お
試

し
あ
れ
！
裏
表
紙
の
レ
シ
ピ
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
よ
！

　
苦
手
な
食
材
を
今
、
も
う
一
度
食
べ
て
み

る
と
新
た
な
好
物
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
〜（
矢
部
）

倉敷市　田村 久美枝さん

鏡野町　杉井 秀子さん

井原市　橋本 厚美さん

真庭市　西 幸恵さん

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

数十年に一度  サトイモに花

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
「セロリ」を
プレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
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と
」の
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い
き
い
き

と
立
派
な
苗
、
箱
い
っ
ぱ
い
の
真
っ
赤
に

熟
し
た
イ
チ
ゴ
。
日
々
、
真
面
目
に
労

を
い
と
わ
ず
栽
培
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
成
果
に
感
心
し
ま
し
た
。
若
く
し

て
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
取
り
組
む
岩
藤
さ

ん
の
活
躍
を
陰
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま

す
。

久
米
南
町
・
前 

節
子
さ
ん（
60
代
）

▼
先
月
号
を
開
く
と
真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
最
近

の
大
雪
で
辺
り
は
真
っ
白
。
真
っ
赤
な
イ

チ
ゴ
に
元
気
が
出
ま
し
た
。
春
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

新
見
市
・
ま
ぐ
ろ
の
に
ぎ
り
さ
ん（
40
代
）

▼
大
人
ば
か
り
で
す
が
イ
チ
ゴ
の
ケ
ー

キ
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
だ
っ

て
イ
チ
ゴ
が
大
好
き
な
ん
だ
も
の
。

高
梁
市
・
や
こ
こ
さ
ん（
60
代
）

▼
お
米
の
作
文
を
読
ん
で
、
温
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
子
ど
も
の

頃
の
給
食
は
パ
ン
の
日
が
多
か
っ
た
け
ど
、

今
は
食
育
で
ご
は
ん
の
日
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
う
ち
の
子
ど
も
た
ち
も
ご

は
ん
が
大
好
き
で
す
。
も
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と
も
っ
と
お

米
の
お
い
し
さ
と
、
作
っ
て
く
だ
さ
る
み

な
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
広
め
て

い
け
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

笠
岡
市
・
さ
わ
そ
ら
さ
ん（
40
代
）

▼
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
読
ん
で
、

お
米
を
通
じ
て
温
か
い
心
遣
い
の
出
来

る
お
子
さ
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
成
長
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

奈
義
町
・
く
ろ
ち
ゃ
ん（
50
代
）

▼「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」の
ペ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
景
色
。
い
つ
も「
こ
の
道
は
ど
こ

に
行
く
道
か
な
」、
家
の
近
く
だ
と「
こ

の
家
は
誰
の
？
」と
思
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な
が
ら
見
て
い

ま
す
。
知
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な
い
土
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で
も
、
知
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て
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る
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で
も
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の
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景
は
特
別

で
す
ね
。

美
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・
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）

▼
窓
口
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ド
に
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テ
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が
あ
る
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
近
所
の
支

店
が
受
賞
し
て
い
て
な
ん
だ
か
私
ま
で

嬉
し
い
気
持
ち
に
。
今
後
も
注
目
し
て

見
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

赤
磐
市
・
と
ま
と
さ
ん（
30
代
）

▼
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内
に
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雪
警
報
が
発
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れ
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が
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し
た
り
、
新
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が
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に
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り
し
て
災
害
に
対
し
て
の
心
構
え
を

改
め
て
認
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し
ま
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た
。

美
咲
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原 

喜
美
恵
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ん（
60
代
）

▼
我
が
家
は
年
中
ご
は
ん
で
す
。
な
ん

と
い
っ
て
も
お
米
が
一
番
。
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て
・
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て
・
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め
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い
ろ
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と
調
理
で
き
ま

す
。
少
量
で
も
大
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で
も
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由
に
好
き

な
よ
う
に
料
理
で
き
る
万
能
食
材
で
す
。

井
原
市
・
馬
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京
子
さ
ん（
70
代
）

▼
過
去
の
広
報
誌
の「
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園
」を
切

り
取
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て
保
存
、
そ
の
通
り
栽
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し
て
、

つ
い
に
立
派
な
大
根
が
収
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で
き
ま
し

た
。
孫
に
も
お
す
そ
わ
け
し
て「
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い
」と
褒
め
て
も
ら
え
ま
し
た
。

備
前
市
・
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貞
子
さ
ん（
80
代
）

▼
寒
さ
が
身
に
し
み
る
今
日
こ
の
頃
で

す
が
、
寒
さ
に
負
け
ず
ほ
場
に
出
て
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
新
規
で
就
農
し
た

ば
か
り
な
の
で
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る

時
が
あ
り
ま
す
が
、「
晴
れ
ば
れ
」に
登

場
す
る
皆
さ
ん
の
活
躍
に
元
気
を
も
ら

い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

倉
敷
市
・
タ
ケ
さ
ん（
50
代
）

▼
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
食
と
農
の
大
切
さ
。

の
び
の
び
・
い
き
い
き
と
し
た
絵
や
作
文

に
感
動
し
元
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
食
は
、

身
体
だ
け
で
な
く
心
の
栄
養
に
も
な
っ
て

い
る
と
感
じ
、
家
族
に
も
真
心
こ
め
て

手
づ
く
り
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

総
社
市
・
木
山 

れ
い
こ
さ
ん（
70
代
）

▼
孫
へ
。
9
年
間
、
私
の
縫
っ
た
雑
巾
を

学
校
へ
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
縫
っ
て
い
る
時
が
私
の
至
福
の
時
で

し
た
。
4
月
か
ら
高
校
生
活
が
始
ま
り

ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
、
亡

き
主
人
も
き
っ
と
見
守
っ
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
。
最
後
の
雑
巾
は
今
ま
で
以
上

に
気
持
ち
を
こ
め
て
縫
い
ま
し
た
。

津
山
市
・
あ
っ
ち
ゃ
ん

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

暑さ寒さも―まで
佐渡、淡路、隠岐といえば
多くの受験生が解くもの
数学ではxやyで表すことが多い
ツクシはこの植物の胞子茎です
飛行機が飛び立つこと
薄く切ったもの。―チーズ
山下公園や中華街があります
卒業式で『―の光』を歌った
イルカのヒット曲『―雪』
衣服に付いている、洗濯表示などが
載っている部分

1
2
3
4
5
9
11
12
13
15
18

ひな人形に供える餅
入試のときはケアレス―に気を付けて
ぐっと辛抱すること
ウドの生産量が日本一の、北関東にある県
跳ね上げたひげが特徴的なスペインの画家
石が細かく砕けたもの
雪解けで川の―が増えた
つくのはうそ、吹くのは
中華がゆなどにのせる赤い実
スタッドレスからノーマルに替えようかな
宿屋のこと。漢字では旅籠と書きます
出かけていて誰もいません
ひな祭りのうしお汁によく使われる貝

1
4
6
7
8
10
11
13
14
16
17
19
20

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　総務企画課
　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２３年3月10日（金）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

クロスワードパズル
先月号の答え

「ユキオロシ」
応募総数
1,378件

 

　「
昔
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
大
人
に
な
っ
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」と
い
う
食
べ
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
も
、
今
回
の
表
紙
の
セ

ロ
リ
は
苦
手
な
野
菜
の
ひ
と
つ
で
し
た
が
、
あ
る
日「
セ
ロ
リ
の
ピ

ク
ル
ス
」を
食
べ
て
か
ら
大
好
物
に
！
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
と

セ
ロ
リ
独
特
の
味
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
ク
セ
に
な
り
ま
す
。
作

り
方
も
簡
単
で
、
セ
ロ
リ
の
芯
の
部
分
を
洗
っ
て
水
分
を
ふ
き
取
り
、
好
き

な
大
き
さ
に
切
っ
て「
ほ
め
ら
れ
酢
」（
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク

商
品
、
写
真
参
照
）に
漬
け
る
だ
け
で
す
。
ぜ
ひ
お
試

し
あ
れ
！
裏
表
紙
の
レ
シ
ピ
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
よ
！

　
苦
手
な
食
材
を
今
、
も
う
一
度
食
べ
て
み

る
と
新
た
な
好
物
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
〜（
矢
部
）

倉敷市　田村 久美枝さん

鏡野町　杉井 秀子さん

井原市　橋本 厚美さん

真庭市　西 幸恵さん

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

数十年に一度  サトイモに花

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
「セロリ」を
プレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!
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晴れびと！

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

h a r e  b a r e

発　行　晴れの国岡山農業協同組合　〒713-8113 倉敷市玉島八島1510番地1
編　集　総務企画課　TEL.086-476-8092　https://www.ja-hareoka.or.jp/
発行日　2023年2月20日発行（毎月20日発行）
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脱サラ親元就農
管理に余念なし

セ
ロ
リ
の
揚
げ
ギ
ョ
ー
ザ

[ 材 料／20個分 ] [つくりかた ]
1. ショウガは皮をむいてすりおろし、セロリと
白ネギはみじん切りにする。

2. ボウルに豚ひき肉、①､Aを入れ粘りが出
るまでよく混ぜ、20等分する。
3. ギョーザの皮に分けた②をのせ、もう1枚
の皮を包むようにかぶせ、ひだをつける。

4. 上部に十字に切り込みを入れ、170℃の
油で約５分揚げて完成。

■セロリ………………………1本（100ｇ）
■豚ひき肉……………………………400ｇ
■白ネギ………………………………10㎝
■ショウガ……………………1かけ（10g）
　　すりゴマ………………………大さじ2
　　ゴマ油…………………………大さじ1
　　塩……………………………小さじ1/2
　　しょうゆ…………………………小さじ2
　　黒コショウ…………………………適量
■ギョーザの皮………………………40枚
■揚げ油………………………………適量

こ く し ょ う こ く さ ん

A

セロリは茎だけでなく葉も一
緒に食べると多くの栄養素が
摂取できるので捨てずに使っ
てください。
苦手な方は、小さめのみじ
ん切りにすると良いですよ！
ＪＡ岡山厚生連
管理栄養士 下田 裕惠 先生

しもだ ひろえ

特 集
いのちを守る行動を
一緒に考える交通マナー
ＪＡ共済 小・中学生書道・交通安全ポスターコンクール
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